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儲旧

臘'しI山口久次

4．個々の支払いの状況に応じて，艇置場における

艇の取扱いに格差をつける事は止め，今から永い

付き合いが始まったという気持で，均等に扱って

頂きたい。

これに対し会社側から：

l.会社は，漁港秩序の維持と避難港の正常化なら

びに沿岸漁業と海洋レクリエーションとの調和を

図ることを目的として創設されている。従って漁

船とプレジュアボート双方調和の接点として事に

当りたいと思っている。 へ､
2．公共的な役割を果たし乍らも，会社は特殊法人一
ではなく一般法人であり，経済のバランスを度外

視しての営業は考えられない。

3．各艇の船台の未払い，預託金に対するローンの

手続き不備のものが有って，業務が正常な軌道に

乗れない。

4．各人契約を結んだ以上約束した事項力癩行され

なければ，これらの人達からの要望は聞きおく程

度と解していた。従って双方が話し合える条件と

環境を早く整えて頂きたい。

5．料金の引き下げは本年度内は考えていない。但

しマリンの完全施設と現在の不完備との差につい

ては，要望に対応して行きたいと考えている。

6．3に関連した事項が正常な軌道に乗れば，双方

が同じ土俵の場に付いたものとして，今後とも話

し合いの場を持ちたい。

7．年度が変れば料金問題も含めて検討したいと思

っている。

以上は両者から出された説明の要旨であるが，このヘー
会談は終始和やかなムードの内に進められ，またその、

為に夫々の言い分が十分に相手に伝えることができた。

また立場の違いによる細部についての見解の相違はあ

ったとしても，お互いに理解し合えるムードで会談が

進んだ事のメリットは見逃せない。

会社とオーナー側には当初から蓄積された諸般の事

情があっただけに，一度び意志の疎通を欠くとお互い

に事務手続きを進める上にも円滑さを失い，本質的に

は双方ともに円満な解決を望み続けながらも，思わぬ

障害になっていることを，この席上で卒直に認め，お

詫びするという一幕さえあって，正常化の兆を見出し

得たとする受止め方には多少の相違があるとしても，

双方共に誠意を尽くして努力したいとする明るい光を

この会談で見出したことは,確かに大きい収獲であった。

註艇置預り保証料年間艇置料の2倍

艇置料（年間)25Ft48万円,30Ft.68万円

Iミ鴨Iマ円

I

昨年10月に三浦市ヨット・モーターボート税が新設

されて以来，沿岸漁業とレジャーボートとの調和の問

題が，地元の人達や関係者の間で関心を深め，その論

議や検討が進むにつれて漸く相互の理解を深め得たと

いうメリットはあったものの，昨年から今年にかけて

神奈川県は避難港としての見地から，油壺湾内の機能

の正常化に積極的に乗り出した。こうした県の強行措

置によって所謂停係留不許可船という名の，操るべき

港を失った人達は自由選択の余地もないまま，この三

崎マリンに何としても申し込まざるを得なかったとい

う宿命を負っていたことは否めない。

三崎マリンはこの様な県の行政措置と何等かの関連

を持つ，県・市・漁協の共同出資で生まれ，而かも各

出資者側から出向の形で役職員が編成されている以上，

公共施設ではないといっても，他の私設マリーナとは

異る生い立ちと異る性格が有る事もまた否めない所で異る生い立ちと異る性格が有る事もまた否めない所で

あろう。

このマリーナに艇の陸置きを申し込んだ人達は，設

立当初から県当局に，会社に，或いはグループ，個人

でと色々な形で陳情や要望を繰り返したが，一向に進

展がなく，申込者のオーナーによるこれらの交渉は現

情では却って事態の進展に役立たないと思われたので，

本誌第30号に掲載のとおり、仲間の代表が会社側に面

談を申し入れたものである。

会社側としても，9月から営業を開始し利用者側の

意見を採り入れたいとする営業上の意欲もあり，当方

の申し入れを受けて10月15日(土)この会が開かれた。

出席者：石渡，梶ケ谷，大木，佐々木（会社側）

大儀見，平田，種村，山口（委員会側）

柳川県水産課長代IIII,(オブザーバーノ
委員会側から：

1．艇置料金の基準は第三者から見て高過ぎる｡又

そのための影響が，三浦半島周辺にヨット，モー

ターボートを置く泊地にも微妙な形で影響が現わ

れはじめている。

2．三崎マリンの料金設定の行方は，各地のマリー

ナ．ユーザーから全国的規模でその成り行きが注

目されている。この問題は改めて慎重に検討願い

たい。

3．この会社は県・市・漁協三者の共同資金金額が

2500万円であるが，申込者の預託金（保証料）の

総額は’億円を越えている。この預託金を考慮に

入れて，今後はオーナーを含めた四者共通の姿勢

で事に当って頂きたい｡

（2）
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アナボリスー→リスボン北大西洋横断

､まどもあぜる紅子"号・断章

石濱恒夫

慾なジョナサン〈んの曲っ

た鋭いくちばし。写真を撮

ると逃がしてやる。そのう

ち，灰褐色の霜のような淡

い霧がしのび寄り，水平線

がみえなくなり，霧の中で

水墨画のようにうねりが黒

く盛りあがり浮き沈み。も

う北緯43度なのだ。西経50

度付近。じゃが芋にも腐っ

たのがでてくる。夜，3度

ばかりワッチを兼ねてコツ

。昨夜の星空とはうってか

キ'＃…

8月10日凪，風なし‘

北方からのうねりが大きく

なったが，これは世界有数

の漁場でもあるニューファ

ハｳﾝドﾗﾝド沖の大陸棚が
近いせいで，過ぎると次に

はグリーンランド方面から

の北洋のさらに大きなうね

りがくるだろう，と竜介が

いう。アナポリス出帆以来

ほぼ2週間目，果物類，キ

ャベツ等，すべて腐りはて

ている。さすが北緯42度，2

8月11日北風。満天

へ本船の灯がゆく。じゃが

務路『'

3

ザ

〆
融通一

I

感量
ている。さすが北緯42度，寒くなり，海鳥が多くなった。クピットヘ出て坐っている。昨夜の星空とはうってか

8月11日北風。満天の星空の水平線を南から北わって，ただ航跡が夜光虫で光るのみ。
へ本船の灯がゆく。じゃが芋，芽をだしはじめる。は8月14日上空はいちめんにべったりと雲の層。
じめて着ぱなしのズボンをはきかえる。終日，おだやかなうねりにさざなみだったふうな凪。
8月12日船尾のほう，イルカかシャチの群れで海鳥の群れが相変らず多数ついてくる。紅子は文庫本
あろうか。つかず離れず追ってくる。海鳥も多い。前のバルフィンチの中世騎士物語を耽読。午後9時ごろ
方の水平線をタンカーが2隻，吃水からみてカラ船でになって，風は東から南へまわって，そよそよと。雲
あるだろう。はるかにゆき過ぎてから，後方の1隻がの層の北方の水平線の中空が，ところどころ明るく見
タァーンして近寄ってきた。双眼鏡でのぞくと，船首えるのだが，いったい，あれはなんだろう。近ごろ，
と船橋中央部にハーケンクロイツのような紋章。オイ，目がときどき痛むのだが，その視力による錯覚だろう
ナチスの残党らしいぜ？風下にまわって並んだのをか。

みると，印度のボンベイのJAVARAHIRI号と8月15日相変らず，べったりの雲の層の下にい
あり，船橋に集った船員たちが喚声と口笛とでの声援る。早朝，東の水平線に横一線のうっすらと赤い日の
だ。コックピットの紅子に気づいて，女性が乗ってぃ出･ただ北大西洋の海の大円盤が，さざなみだって大
るぞ，と戻って来たのかもしれない。みごとなグリーきくうねっているだけ。それでもいつか風は西から北
ンの航跡を描き残して一転すると．また僚船のあとをへとまわって．ひたすら東へむかって走っている。朝
追って去ってゆく。ビンチョウマグロが，かかる。ま食の準備，昨夜の残りにポークビーンズの缶詰と，茄
たしても包丁を片手に，シャツと猿又姿でゴックピッでじゃが芋の残りと，新しい玉葱の輪切りと，グリー
トヘ。どうしても返り血などをたっぷりと浴びるから，ンピースの缶詰の汁とそのグリーンピース少々を加え
それらの下着はあとでレッコだ。しかし，その刺身のたもの｡昼は，グリーンピースとスイートコーンの缶詰，
うまさ。平素はマグロの刺身を敬遠している紅子でさ玉葱茄でじゃが芋を混ぜたものの，バター妙め。晩
え，おいしいネ，としきりに食う。この刺身には玉葱は，ビーフシチューの缶詰をあたため，茄でじやが芋
を薄く輪切りにしたものがよくあう。夜は雲ひとつなと。紅子を相手に，この航海が終るまでに，いったい，
く，水平線まですっかりと満天の星。ジャケツを着る何個のじゃが芋ならびに玉葱をむくことになるのかナ，
ことにする。紅子はまだTシャツのままでいいという。と笑う。海ツバメの中に，やっと全身まっ黒なのもい
8月13日朝，細く白い三11月と，ふたつの星。ることを発見。大西洋の海ツバメは，これまで尾の付
たぶん金星と水星とだろう。海鳥の群れが擬似餌に集根あたりが白いのばかりだったのだ。

り,あわて者のいちわのｶﾓﾒが針にかかる｡その貧8月16日霧につつまれた早朝の白い太陽｡朝食

（3）
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'77トランスバック・レースを
振りかえって

月光V世，9月22日,1245,三崎入港を以って約100日

にわたる太平洋をレースで結んだ遠征,’77トランスパック，

第6回ロイヤル・ハワイアンカップ,'77ハワイー東京レー

ス，（海洋博レースの2回目として実施されようとしたが，

月光l艇のエントリーのみで残念なことにも，中止。よっ

てホノルルからは廻航）無事に終了することになり，取り

敢えず，トランスパックを振りかえっての印象をもとめて

みた。

月光の海外遠征は,11年前の第3回チャイナシー・レー

胆：

、

認 蕊

JⅢ≦蕊栂 ■悪 識

牡

は昨夜のビーフシチューの残りに，ベイクド・ビーン

ズの缶詰めを加える。南風で，午後よりは快晴快走。

ダルママグロが釣れる。例によってシャツとパッチ姿

でコックピットで格闘よろしく，三枚におろす。さて

片身のトロの部分を刺身にして，気がつくと米なし。

インスタントの讃岐うどんをご飯の代用にする。その

片身の残りを玉葱とともにバタ焼きのステーキに。ま

た，缶詰のチャイニース・ベジタブルスープとも，煮
る。夜，油然と雷雨。過きゞると満天の星空だが‘深夜

になってまたひとしきりの雨。イルカの群れが少し訪
れて去る。

8月17日相変らず低い厚い雲の層の下だが，た

だし太陽の輝きの明るい夜明け。昨夜の残りにサヤ豆

の缶詰を加えての朝食。昼はその残りと，スイートコ

ーンにグリーンピースの鵲詰の汁を抜いて混ぜて食川

（4）

l1光V世 清水栄太郎

スと2回。当時参加したクルーで今尚，月光のメンバーと

して乗っているのは，今回の遠征の中心人物である並木茂

士と私の2人だけになり’数年来酒の席での話題に出て来

るのは11年前の古い話ばかり。若いクルーは，毎度毎度聞

かされ，又「おじゃまむし」（今回の遠征で40を過ぎ腹が

出て来た我々2人につけられたｱダ名一御想像よろしく)へ
が始まったという顔をする○話の順序が少し違うぐらいで，

我々が居なくてもその筋は彼等だけで話せることと，私は

想像している。2年前の正月，我々月光クルーの家族が集

ﾚｰｽも間近，準備に忙しいll光のﾁｰﾑの面々｡

油で妙め煮たもの。後箭はスイートコーンの好きな紅

子用である。きょうは北風ただし昨｢{より風力は落

ちている。夕食のために，残りのマグロの片身のトロ

の部分を刺身に，そしてその他の残りの部分を缶詰人

蓼その他とともに煮る。生人塞は微でやられてしまっ

た。たぶん，午後おそくには西経40度線を越える筈だ，

とか。思わぬところから，ナッツの缶詰がいくつか

みつかる。雲はどこへいったのか、星が美しい。コッ

クピットでキタノカンムリを背に、顔をめぐらせば|*i

へ流れる銀河に鷲座のアルタイル。

以'三，週|:ll紙等に発表された娘の紅7．の航海|~I誌と

併読されたい｡8月9I1までの分は雑誌舵に載ってい

る符です。
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まった折，又古き話に入ってしまった時，クルーの1人か

ら，「いつも話ばかりでなく海外レースにつれて行って下

さい。」との話が出た。それぞれの家族同席でしかも即，

承認付実行が決まったのが，今回の遠征の始まりである。

それではどのレースを目標にとなったが，寒いレースはや

めて，暖かいレースにしようということになり，「都島」

で前回参加した岩沢信男と，私の古い話に出て来るトラン

スパックを主にロスから3つのレースに参加の方針が決ま

った。太平洋を完全にレースで結べる，又とないチャンス

である。

さて月光Ⅲ世では当然無理なことで，並木，私，共に当

時40才，年令と同じく40吠とし，デザイン撰択にはいり，

イギリス，アメリカでの数々のレースで実績のある，ジャ

ーマン・フレーズの2トンに落ち着いた。当初は，輸入か，

現地での建造と思ったが，やはり月光1世より御世話にな

へっている加藤ポー ﾄに建造してもらうべく,図面の手配に
入ったのが昨年4月。12月10日起工式，本年3月12日進水

式と，アルミ艇とはいえ，､加藤のおやいの号令一下，

工事長土屋さん以下皆さんのお陰げで超スピードで日々に

作業は進み，艤装品の輸入がその工程に間に合うかとの心

配も度々，米国の空港のストや，異状豪雪等のため，そし

て一部の遅れのため，進水力延ばされたものの，77日の建

造であった。建造と同時に，毎週末は，予定されているク

ルー総員で加藤ボートに出掛け，デッキレイアウト，艇内

レイアウトを話合い，限られた日数であるので造船所にあ

っても出来るだけ艇になじむ努力もした。

進水後，計測を早く済ませ，6月に予定している船積み

までに出来るだけ多くのレースに出て，クルー全員が，艇

になれる様，全てのレースをエントリーした。一番期待し

ていた洲本レースは，廻航途中で断念，予定した計器類の

総点検が出来ず，そのまま船積みとなってしまった。この

ことは，あとあとまで，悪い影響が出て来てしまった。

5月中旬に「都島」で前回経験のある，増井君に御世話

になり，船積みの船もジャパンラインのコンテナー船パシ

ヘフイックアロー号と決まり，航海前にド見打合せも終っ
たが，その折，船長，航海士の皆さんに40呪のコンテナー

1ケ分しかない月光の，航法，食糧等，いろいろと質問さ

れたが，大型船と比較して信じがたいとの感じであった。

勿論航法に於いては1時間のロスも許されない本船は，現

在衛星航法を取っているのに比べ，月光は今年より許され

た，ロランのみというのには驚いた様子であったが，ヨッ

ト競技の本質を説明するに及んで納得された様だった。

6月9日，無事に船積みが終了，コンテナーに囲まれて

大げさなラッシングもせず一路ロスへと10日間の航海出港

した。ここでいつもながら問題になるヨットの国外侍出の

手続，正式には無為替輸出手続となるが，今回，「都島」も

経験のある業者に依頼したが，それでも，認可を受けるに

は複雑なる手続と日数が必要で，一時は，6月9日の船積

みも危く駄目になりかけ，直接通産省に出掛け，ライセン

スを受けた次第。月光は都合2回この様な目に遭遇したが，

今後，益々船積みによる海外レースに出場する傾向が増大

しつつあるが，単に行ってそのまま帰って来るだけである

のに複雑かつ無駄なこの手続が簡便にならない限り大きな

障害となることは明らかである。（要はテニス選手のラケ

ットの持出しと同意に解すれば良いことである。又，スポ

ーツと理解してない一端かも知れないが｡…･･)｡

さて最大の難問であった艇送り出しも終り，ロスで艇引

取りの第一陣の出発である。ここで，遠征クルーの紹介を

することにする。

●トランスパック

並木茂士スキッパー横沢真則クルー

清水栄太郎スキッパー飛田卓郎クルー

ナビゲーター稲葉典之クルー

石川光男ウォッチ・キャプテン小山亮クルー

尾崎博ウォッチ・キャプテン冬至克也クルー

宮沢忍クルー

以上10名で構成され，並木を中心に7名が第一陣で出発，

二陣，三陣と引き続き，6月27日には全員集合した。艇は

ロス港で引取りののち，チューニングのため，スタート地

点に近いKingHarborにお世話になり，今回の月光受入

れ責任者としてのワッツ本社のビリーはじめそのスタッフ

が連日にわたり乗り込み，マスト，セールのチューニング

に協力してくれ，日本での誤ったチューニングを全て修正

してくれた。トライアルに2つのレースに出場したが，総

合優勝し，幸先きの良い気配であったが，ゴミッティーよ

り月光のレーティングに疑問があるので，チェックを受け

るよう連絡があった。スタート3日前である。米国のメジ

ャラーは，それを業としているので，ロス地域に居る4人

のメジヤラーとの交渉に入ったが，既に，確認計測を受け

るべく要求された艇でいっぱいで，止むなくサンフランシ

スコのメジャラーを依頼することになった。6月31日早朝

よりCGFを重点に再計測を受けた結果，計らずも14年前，

コンテッサⅢ世で経験したことと同じく，インストラクシ

ョン・ディナーの席で，レーティング修正が発表され当初

クラスCの2トングループの中程と，これはいけると喜ん

でいたのも束の間，クラスBに変更されてしまった。何を

言っても受付けられず，時間もなくレーテイングのチェッ

クも出来ない有様となった。再計測と予期しなかった事の

ため，無線機テスト，船底磨き，食糧積み込み，ロラン修

理と，未だ山積みの問題が残り，スタート3日前でどうな

ることかと思ったが，無線機は単純なミスの発見により3

日間トラブッタ事も瞬時に解決し，又，ロラン故障は米国

代理店の献身的サーヴィスを受けたが，使用不可能，天測

にたよるのみとなった。他のレース艇はロランはおろか，

オメガを積み込んでいる。これには，小生の天測の精度を

上げるしかないと判断，覚悟を決める。

KingHarborMarineCenterの献身的な作業のため，

船底塗装も予定通り終り，食糧積込みのみとなった。食糧

担当の飛田，稲葉小山君は半月のﾛｽ生活を生かし,日

本より持込んだ缶詰の他果物，野菜，濃縮ジュースと，

安売りスーパーを廻っては仕込み，積み込んだ量は少々オ

ーバーで日本まで帰れる程の量。オレンジ，レモンに至っ
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ては，ヨットクラブの人達が驚く程の量であった。積込み

も無事完了，ヨット・クラブ前ポンツーンに舳った月光は，

CGFを取った時から比べたら20cm沈んでしまい，この日

スタート地点に近いこのクラブ前に食糧を積込みに来た，

BENMITCHELLのSolution50Ftに比べいかにも

重そうに見えた。11日間で走る計画に影が出たが，早々に

作業を終り，御世話になった人々を混じえてロス最後の晩

さんを取りレースに臨んだ。

DivisionllO艇

〃 ⅡクラスA15艇

"B14艇

"C14艇

',D13艇計56艇合計66艇

7月2日1000,御世話になったKingHarborYacht

ClubをSolutionの先導で出港,PointFerminBuoyの

スタート・ラインに向かう。少々早く出すぎたかと思った

が,港外に出たら,MarinadelRayより出たレース艇カミ沖

を南下，早くもSpinをあげて，闘志満々の艇を見るに及

んで，クルー一層気がしまる。約1時間半の機走でスター

ト・ライン附近に到着，ゴミッテイー・ボートより書類を

渡される。中味は月光のレーティング類数値の変更と，立

派に出来たRaCeBulletinの修正ヶ所を指示したものであ

った。VHFからレース艇のチェック・インが聞こえる。

月光もチェック・イン｡VHFはスタート10秒前からカウ

ント・ダウンがあり，リコール,その他のインフォメーンョ

ンもここで行なわれ，コミッテイー・ボートのスターテイ

ングシグナルの補助手段として充分に活用されている。ス

タート，ライン附近を流しているレース艇は，初めて御目

にかかるのが殆どで，一般用に1.50ドルで売られている写

真入りの出場艇一覧と首ぴき。出場艇最大のW､PASSA

GEと対航，レースレコードを作ったMERLINは同航，

クルー何人かと問えばミ8人だ､。我々はミ10人ミと答え

たらミこつちへ来ないか､とのやりとり◎67沢で8人，こ

のレースにかけた艇としては当然のことかも知れないが，

すさまじい。KIALOAも67",16～7人は乗組んでい

ることと思う。KingHarborMarineCenterで拝見した

白の船体にブルーの艇名をハルに書いたり､Petersonの新

造2ton,自から乗組んでいるINCREDIBLEoデ

ッキ・レイアウトも，月光に比べ非常にシンプルで，マス

トも細く,極力軽くした艇｡行き交うレース艇は"Seeyou

againatHonolulu"参加艇中約半数の34艇は初出場，クル

ーは勿論初出場もあろうが，強敵ばかり。同じ2tonには

前述のINCREDIBLE,2ton,S.F.Regatta優勝

のRACY(PTR2T.),MAMIE(CTR2T.)

sILvERFoxm(cHT2T．）とGEKKOV

(FRS2T.)｡2tonのみでも5艇，少なくとも彼等に

は負けたくない。勢いスタートも熱が入る。スタート・ラ

インは，上の一点スタートになってしまった。時間が近づ

くにつれ，上に集まって来る艇が多くなった。これから

2,225浬もあるレースだが，やはり“先んずれば制す”だ。

どうやらゴチャゴチャのスタートになる気配，早すぎる艇

も出て，もどる艇も出て来た。月光は大丈夫｡VHFでカ

ウント・ダウンが始まった。もう全帆走，上には数艇，月

光はブイぎりぎり,上の艇を放り出す。「ガン」トップスタ

ート，いけ.ﾉいけ／の声。ウェザーマークの代用になって

いる,St.CATALINAIs.WestPointを廻らなけれ

ばならない。スターボードの長いクローズ｡VHFからは

リコールの呼び出しもなし。セールを完全にトリムして全

帆走，やや月光は落ちている。上から大きいのが抜きにか

かって来た。廻りを見廻すと，下にはINCREDIBLE

他,2tonがいる。下から空いたところから出たKIALO

A,グングン前へ出て行く。'73,'75のファースト・フイニッ

シュのRAGTIME大きなプレーニング・ボードを付け

て，3度目の挑戦,Mainは2pointReefしている。それ

でもグングン前へ，クローズも速いものだと感心している

が，月光はオーバーキャンバス・リーフだ。CATALINA

の岸をギﾘギﾘでﾀｯｸ,ﾀｯｸ｡1646WestPointを通へ
過,15位ぐらいだったろう。W.PASSAGE,KIALOA,

MERLIN等も未だ視界内,No.2Jib.lpointリーフ，

Co.210｡7～8ノット，一路南下，いよいよ陸ともしばら

くお別れ，おそらくフイニッシュ時までは陸を見ることは

ないと思えば，改めてSt.CATALINAを見納めておく。

波は斜め後から不規則に寄せ，ステアリングが決まらない。

日没後，リーフを解きNo.2,FullMain｡CATALINA

回航後ウォッチ体制に入る。

AウォッチBウォッチ

石川,宮沢,飛田,稲葉。尾崎,横沢,小山,冬至。

0100～05000500～1000

※
1600～2100

0900～1600

※

2000～0100

以上のローテーションで，※印は朝食，夕食のオーバー

ラップ時間，現在ウォッチの場合は食当，これからのウォ

ッチは食器洗いと整理,1日2回は全員顔を揃えることに

し，私達40才は（並木，清水）非常要員とされ，いついか

なる時もウォッチの要請があれば飛び出さなければならな

い役目となった。並木はセールチェンジの都度，私は無線

関係で毎朝0400より日本への状況報告のアマ交信,0930の

気象に続いてのロールコール,1130にはポジション・レポ

ートに基づく順位の発表,1730にはFleetの情報，他艇の

動向，順位等Navigationと日中は多忙であった。

3日目にはSpinもあがり，艇速は8ノットを常時出し，

波が悪いために時折ブローチング，ステアリングも慣れた

とみえ,艇も安定して来た。他艇の位置は,殆どRhumbline

の南にあり,MARIN,KIALOA,RAGTIMEの大

型艇は南寄りのコース，中型，小型の艇は一団と固まって

北寄り，視界の良い，日の出時には3～4艇が視界内にあ

った。前述の通りロランは故障，ログも実航程より15％～

20%少なく出て，天測での位置決定を早くやらればと思い

ながらも，太陽は出て来ず，ほんの晴れ間が出る様になっ

たのは4日目。ポジション・レポートも推定位置での報告。

（6）
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ルールには，“フェアーなポジション・レポートを為すこ

と”となっているが，現状ではこれが精いっぱいのところ，

どうも艇はもっと前にあると信じているが，気になってし

ょうがない｡一方艇の方はSpin,Streaker,波に乗ると10ノ

ットは軽く越える快走,風も平均22ノット。14年前に比べる

と，艇,セール,乗手,それぞれ隔段の進歩のためかレース運

びが早いO"太陽が出た.／”とデッキからの声で天測開始，

どうもローリングがはげしく太陽がつかまらない。早くしな

いと又雲がかかってしまう。“テー"，とは言うものの自信

がない。10本取って平均値で計算をする。出た出た。なん

と約70マイル前に出てしまった。やはり思った通り。視界

内の艇名力確認出来ればそれも証明出来るが，どうも信じ

がたい。再度天測，やはり結果は同じだった。ポジション

・レポートは0800の位置，これを修正して行くには何らか

の方法でやらねばならぬ。相談の結果，3日掛りで少しづ

つ実航程に加えて報告することになった。翌朝のポジショ

ン．レポートも無事に終った。

1日2回の顔合せ食事は，それぞれ食当が，工夫をこら

し満足すべき食事が出て来たが，それは，暗黙の内に，あ

っちがこれなら，俺達はこれでいこうと，メニューカ殺々

エスカレートして来た。御飯は圧力鍋で調子良<炊けてい

たのが，ブローチングで，圧力鍋のメーターが吹っ飛び，

以後，時間で決めて火の加減をしてたが，一度の失敗もな

く上々の出来であった。

4日も過ぎ，そろそろ貿易風帯に入るかと思っていたが，

依然として日中もセーター，長ズボン，夜はヤッケ着用。

いつものことながら，初めての人達はトランスパックとい

えば，裸でのレースと思っていて，良い時だけの記憶しか

ないらしい。こちらも話すときは裸の話が多かったかも知

れないが，“いつになったらショーパンですか？”と攻め

られると“今年は別だ./いつもなら空は青く抜け，水平線

近くに真綿の雲が，フアー，フアーだけど"Oこれが又，

いけない。言わなければよかったのだが，つい言ってしま

う。天気は相変らず晴れたり曇ったり｡風も強くなり、Main

をReefしたり,Spinを交換したりの繰り返し。今日は本

船とも会う。

5日目，前方にレース艇発見，昼頃には声が届く程の距

離に並んで走る。クラスA,TYPHOON(45Ft.),Long

BeachY.C.でオーナーの自設計，自作艇で初参加。

クラスAがこんなとこに居るなんて？ハツと思い出し

たのが，ポジション・レポート。視界内の時で約25マイル

の相違であった。この調子だと翌日には実際のポジション

を報告することになるが，多分お騒せすることになると予

想されたが,いつかはやらねばならない。TYPHOONと

は上になり，下になりで，夜中も同航したが，翌日には視

界より外れてしまった。

予想された通り，6日目には我が「月光V世」クラスB

でトップと報道された。事実ここまでは良く走った。7日

目には一時風も落ち，スコールが運んで来る強い風しかな

かったが，夜半より吹き出し，暗黒の中に，ただプレーニ

ング中の自艇が起すバウウエーキが不気味に白く映り，ブ

蝿
謬
畿

認
ご
》
一

》
壇
一
＊

浄
鮓
ゆ
ず
』
一
一
」
霧
、
》

ローチングが連続して丁度電線音頭の“オットットットゥ”

と腕を斜め前後，の踊りの如く艇が横倒しなること数回，

マストカラーもはずれ，マストもいやな音を出して擦れ始

めた頃，ガンとショックがあった時,Streakerがピークよ

り破れ1枚が2枚になってしまい，シートで取り込むが，

セールは取り込めず，ハリヤードを放し網上げの恰好で回

収した。尚もブローチングが続くため止むなくNo.2Jibに

変えたが，艇速は落ちることなく,13.6ノットを記録。20

％低く出るメーターであるので，これ以上のスピードと思

われたが良く走る。度重なるブロー舌ング，あちらこちら

傷んでいないか,MastTopを翌日の日中に回し，各部点

検。艇体，艤装異状なし，艇は丈夫だ，強いと，言ってた

矢先，ブローチングでブームバンクが吹飛んだ。ブームに

ついてるワイヤーだ,4in･のブームバングロープは，連日

のショックで日毎に細く痩せていったが,12船のワイヤー

が切れるとは。ブロックのシヤックルで直接取っていたた

め傷んだと思うが，ロープで応急処理をする。この夜の風

速は一時は40ノットを超えていた。翌日のロールゴール時，

4艇のデスマットと,1人の落水事故があったと報告され

た。やはりあの風でやられたのだO"月光”にはあと，ロ

イヤル・ハワイアンカップと，日本までの廻航があるのだ。

無理は出来ない。トランスパックでSpinを降したら負け

ないのだが，廻航を含めて，クルーのスケジュールはギリ

ギリ。止むなくJibNo.2,2pointと落してしまった。こ

の間,MastTopの点検に稲葉力澄ったが,2回のブロー

チング，1回は，身がMastから離れ，空中ブランコにな

ってしまった。ヒャーとした一瞬だった。下から大丈夫か

とどなったら，返事に「後に2艇横に1艇,視認｣と返

って来た。眼鏡で探すが，デッキ上では見えず，波頭にい

るときは水平線が良く見えるが波間に沈むと回りの砕けた

波のみ。たしかにMastTopでの視界はスバラシイものだ。

14年前の，私の経験に於いてもそうだった。多分稲葉は今，

身をMastから離さない様，満身の力で抱きかかえている

と思う。降りて来たら，固くなった筋肉をほぐしてやらね

ば，と思いながら，ハリヤードをゆるめ，無事デッキ上に

降したら，やはり筋肉が，コチコチになっていた。

へ

一巳
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夕方の無線では,1人の落水者も直ちに自艇で救助。デ

スマストは計5艇と言って来た。落水事故発生後は，月光

内掲示板にその注意をはり出し，日中でもハーネスの着用

を指示したが，落水事故は考えてもゾーとする。調子の良

い時はオットットットゥや，河内音頭に合わせてステアリ

ングしていたが，いろいろなアクシデントが起り，気が引

き締まり，航程がグンと落ちてしまった。

8日目の夜半がピークで，その後は又平均25ノット位の

風となり,Spin,Jibの交互になったが，真追手のためホ

ノルルまでのコースを35.のジグザグで，ジヤイブの繰り返

しが続いた。1730の無線では,早やDIVISIONⅡの

MERLINDRIFTERがフィニッシュ報告をホノ

ルル・コミッテイーに連絡していて,DIVISOINI,

クラスA,KIALOA,WINDWARDPAS-

SAGEも同じくデットヒートでフィニッシュする様子で

新記録になるであろうとCommunicationBoat力転えたあ

と,KIALOAとWPASSAGEの無線でのやりとり

を聞いていたら,W.P.がKIALOAの後で，お互に

Sailが良く見えているとか，の内容を傍受した。総体に吹

きまくった今回のレースは，全く大型艇には有利になった

ようだ。月光はあと何日走ればと思うと，又，新たなファ

イトが沸いて来たが，風は次第に落ちて来てしまった。

風の落ちるのと同時に，やっと太陽も一日中出る様にな

り,10日目にして“これぞトランスパック”の天気となっ

たが，艇速は3ノットに落ちイライラして来た。少しでも

早くと2つになったStreakerをあるだけのパッチを使って，

半日がかりで修理，再度使用するが，夕刻風が出て来て，

又，オジヤン。ロール・コールにはCommunicationBoat

からはフイニッシュ艇の呼出しの代りにフイニッシュ・タ

イムが放送され,12日目にはDIVISIONI-15艇,D

IVISIONⅡクラスA－7艇,クラスB－5艇入って

しまった。我々頭初の目標では11日以内でなければ勝ち目

なし，でもフイニッシュした5艇は我々より大きいのばか

り｡ltonのSWEETOKOLEがフイニッシュしたのには

がっかりしたが,MOLOKAIChannelをうまくこなせ

ば20位以内に入れる位置にあり,OAHUに寄るか,MO

LOKAIに寄るかの二つに一つ，そこは，大御所MR・

KENETHWATTSは"MOLOKAI島の真中に寄

せて，島に沿ってChannelを横断するコースが何時の場合

でも成功している”の教えの通りほぼ東西に延びたMOL

OKAIの中央めがけるが，ジャイブの時期が問題である。

前夜よりVORにしがみつき，いつ入感するか,OAHU,

MOLOKAI,MAUIHILOのStationを追ったが，

入感せず。VHFRADIOをONにしたままにしておく

と，ホノルル・フイニッシュ予告100mile.25mile,KO

KOHEADと，フィニッシュ予告が入ってきている。一

方ホノルルの放送も昼間も強力に入って来る様になった。

月光のハリキリボーイ宮沢などはワイフ，子供を呼び付け

ているが，フィニッシュはと÷うしても1日遅い。心配でし

ょうがないが，どうしようもない。前日の東京との連絡で

は間違いなく羽田から出ている。今の時刻ではホノルルに

（8）

居る，見るに見かねてKH6HHNMR･GOERGE

MASUNARI(海洋博レースでハワイで中継を手伝っ

てくれた方）を呼び出すが，多分近かすぎてスキップして

いると思ってたら，スタート以来，毎日交信していた,J

AlBPQ鈴木さん（天城Ⅱ）が取ってくれた。こちらに

は入っていなかったが，ジョージさんも聞いていた。早速

に宮沢君のワイフに連絡を取ってくれる様東京からジョ

ージさんへ，そしてワイフへと連絡がついた。無線の偉力

である。この他，スタート3日目には，尾崎の第二子誕生，

母子共に健在の知らせ，早速に子供の元気な泣き声を聞か

せてくれのオーダー，2日待ち，3日待ち，4日目やっと

赤ん坊の泣き声が送られて来た。4日も待たされた理由を

聞けば，テープを持って病院に行けば，赤ん坊はスヤスヤ

とのこと，これでは無理でした。でも送られたものは，無

理矢理泣かせて録音したとか，又，鈴木さんが出られない

時にはJAlDWC,篠原さん,(げんよう)JAlHOU

渡辺さん(ｹﾛﾆｱ)の皆さんに，連絡が取れ，留守家族へ
には遂一報告がなされていた。毎日のロール・ゴールも3

艇のCommunication-Boatで確実になされ,66艇のポジシ

ョン．レポートも30分位で要領よくまとめ.しかも各Fleet

から毎日必ず一艇の気象，海象を報告させている。回数の

積み重ねの結果であろうが，レース運営にあたっては，一

番の大きな要素となっていることと思う。HF,VHF,

アマも，何の制限も設けず自由に使わせているには，長距

離レースとはいえ，そこには全てのもの力確立されている

と思う。早く日本のレースもこれに近くなって欲しいもの

である。

無線で寄り道してしまったが，艇はホノルルに向かって

一生懸命走り続け，ダイヤモンド・ヘッドより100浬,50

浬，25浬とコンパスでその範囲をチャート上に書いていた

が,愈々 100mileRepot圏内に入った。VHFでの100mile

ReportをChannel68でコールしたが応答なし。しばらく

すると艇名力確認されなかったが,25mileReportを，

Channell6で,HonoluluCoastGuardとやっている。

終るやいなや,｢H.C.G.ThiSisGEKKOV｣とやへ
らかすが，応答なし。100浬では届かないのかとあきらめ

たが，次々 と100mileReportをやっているではないか。

届いてないはずがない。もう一度やり直す｡今度は受けて

くれた。女性の声である。E.T.A.(フィニッシュ予

定時刻)2130とコミッテイーに報告を託す。12日目,7月

14日,0145(P.D.T.)約8時間後である。艇速は6.5

～7ノット，日が昇ると誰が一番にランドホールするか皆

前方を眺め，時折やって来るスコールには合羽もつけずビ

ショビショで頑張った。“アッー島だ.／どれどれ，あの雲

の下，違うよ”こんなこと何度か繰り返し，最後のジャイ

ブ。MOLOKAIに向けた。この頃,VORはかすかに

動き,MOLOKAI,TOと出て来た。“しめしめ近い

ぞ”誰れとなくチャートテーブルに集まって来た。1330遂

に石川ウオッチ・キャプテン，ランドホール。日頃“俺の

眼は確かだから”と言い続けた石川，面目を保つ。VOR

も確実に2局3局と入って来た。どうやら予測位置より8
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マイルずれている。このままでは南に行きすぎである。ジ

ヤイブMOLOKAIに近づく。25mileReport.又して

もH.C.G・女性オペレーター，これは幸先いいぞ.／と一

人ニンマリ。MOLOKAIの畠も見えて来た。視界内に

4艇のフィニッシュ艇，前にいるl艇にはどんどん追い付

く。KOKOHEADが見えて来た。日がある内にフイニ

ッシュしたい。河内音頭をボリュームーぱいにあげて，鐘

や太鼓，笛も，それと物語り調のせりふ，だいぶ聞きなれ

たが未だ意味がつかめない。むちが入っている。最後の追

い上げ，すると前方に潮が吹き上った。10頭位だったか，

鯨の群れである。月光の歓迎である。頭上にはジェット機。

又ジェット機の爆音と同じ様なボーイングのSeaFly,M

AUIからの帰りかも知れない。客へのサーヴィスのため

か月光の回りを2度3度と回り，すさまじいスピードでダ

イヤモンド・ヘッドに帰っていった。愈々プィニッシュの

用意である。スタートの時変更のあった識別旗をスプレッダ
ヘ
ーに掲げ，クルーはいそいそと揃いのユニホームに着がえ

た。艇速はあるが,KOKOHEADが仲々かわせない，

潮である。波は悪くなかった｡日はどんどん沈んでゆく｡

明るい間のﾌｨﾆｯｼｭは無理か｡天測でのぞいてた太陽

の何倍もあろうか，オレンジ色のでかい太陽がダイヤモン

ド・ヘッドの向こうに沈みかけ，ダイヤモンド・ヘッドが

シルエットになった。日焼けした顔を紅潮させているのか，

太陽のせいか，全員興奮している。すかさずテープを取り

出し，各自の感想を記録した。

並木－－－ヨットやって26年，感概無量です.／

尾埼一一いや一綺麗です，まさに百万弗の光景.／

石川一今日はブローチングなしでいこう。

宮沢一一ついに来たぞ，ダイアモンド・ヘッド見えた.／

小山一感激です.ﾉこれで勝てれば言うことない.／

横沢一一あと40分だ,頑張ろう.ﾉ

稲葉一-12日過ぎたのはウソの様だ，あと頑張ろう.／

飛田一故里のお母さん，ハワイに来ました.／

冬至一日本を発って1ケ月,耐え抜いた甲斐があった.／

へ清水一一遂にやったぞ，月光クルー･／（話だけでなくな
った）

それぞれの思いが，それぞれ言い込められていると思う。

短い言葉であるが，その意味を深く咬みしめている。まさ

に月光の初陣を暖<迎えてくれた見事な光景。KOKO

HEADの通過レポートを送ると，“海面は複雑であるか

ら注意してフィニッシュするように”とコミッティーより

アドバイスを受けた。全く，ルールを超えての我々に対

する暖かい思いやり感謝の至りである。KOKOHEA

Dを過ぎて，日はとっぷりと暮れ，島の明かり，特に，

信号機の明かりが良く目立ち，月光を含め，3艇でのフィ

ニッショのせり合いで一層興奮した。先行の艇がフィニッ

シュ，忘れもしない。燈台よりの一条強力なサーチライト

が見えた。この3艇，どれが先にそれを灯けるか最後の追

い込み，2艇共岸に寄りすぎ，舷燈がみるみる後へ，月光

堂々 とフイニッシュ，2329，遂にやった。ステアリングを

持つ手はふるえた。ふっと，いろいろな事が想い出された。

しばし，我を忘れていた。ワイキキのすばらしい夜景に接

しクルー一同，スピンも降すのを忘れた一時であった。

急に人間の臭いがして来た。やはり我々は，これが嗅ぎ

度いのだ。12日10時33分51秒，良くぞ頑張った。言葉に表

せないこともあったろう。言葉になったものの，“バカヤ

ロー.／”の一言で終った事もあったろう，よくやった。御

苦労さん.ﾉ。唯一の外国艇故に，2艇のエスコートボート

にはさまれ,AlaWaiのHarbor/､,現地時間では未だ

8時，入港艇が必ず通る,HawaiiYachtClubは未だ宴

たけなわ。月光が近づくや,"GEKKOV,CameFrom

NipponOceanRaCingClub,"から始まり，キャプテン，

クルーの1人1人紹介。指定されたバースに着くや，ジョ

ージさんは，タクアンとオムスビの差入れ，瞬間的トップ

になった7日目の新聞記事で驚いた14年前の同僚の田中さ

んが待ちに待っていてくれ冷たいビールを，コンテッサⅡの

クルーのバケツ2杯分もの冷えたワイン，どこの方か解ら

ないがハワイのめずらしい野菜料理，沢山の方々より差し

入れが届いた。本当に来てよかった。既にフイニッシュし

た艇の連中やらで月光のデッキが人であふれてしまい，遂

には私達は海に投げこまれてしまった｡2人のオジャマ虫，

トットと去れである。沢山の人達が入り変り立ち変り｡2

時間遅れてフィニッシュのTINSELYLIGHTが，

月光の隣に入るや，2艇合同になってしまい，いつ終りに

なるのやら。コンテッサ以来，毎回日本艇が御世話になっ

ている，ハーバート中林さんも，さすがにあきれてしまっ

ている。皆さんが引き上げたのは夜中も2時過ぎ，ジョー

ジさん，中林さんに送られてホテルに着いたのは3時を過

ぎてしまった。やっと,12日ぶりに，交替.／交替./の声を

聞かずに寝る事が出来るのだ。それにしても，デスマスト

した5艇は大変なことであろう。時間はかかろうが，「無

事にフィニッシュしてほしいもの」だと，語り合いながら

いつの間にか，寝てしまったが，ものの2時間で目がさめ

た。身の方は未だ，レース中らしい。他の者もやはりモゾ

モゾやっている。交替./の声をかければ飛び起きるであろ

う。明日の大掃除が終れば気分的にゆっくりすることが出

来るだろう。クルーもそれぞれ計画がある様だ。終ってし

まえば日の過ぎるのは早いものだ。それにしても何の致命

的トラブルもなく，ひとまずトランスパックを終ることが

出来たことは，造船所の皆さんはじめ船積みで御世話にな

った方々 ，断えず，無線で交信してくださった鈴木，篠原，

渡辺諸兄，ワッツセールの皆さん，ハワイの中林さん，ジ

ョージさん,T.P.Y・CChairmanはじめそのスタッフ

の方々，その他，御援助賜った方々，厚く御礼申し上げま

す。

同時に，今後も，トランスパック，ロイヤルハワイアン

と参加する艇もどうぞよろしくお願いして記憶にたよった

雑文でありますがまとめてみた次第です。

（9）
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インショァ第2レース，マーク回航直前のブラツクアロー

撮影岡本南提供舵社
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…

庄崎義雄ブラックアロースキッパー

1977年度クォータートン世界選手権大会はフィンラ

ンドの首都ヘルシンキで7月20日から28日まで開催さ

れ，例年にない寒い夏となったソ連との国境が接する

バルト海に13ケ国53艇が集まり覇を競った。

例年世界選手権大会には数艇のエントリーをみてい

た日本からは，今年度は我々ブラックァローl艇だけ

の参加にとどまり，次期開催国としてはいささか寂し
い数である。

ブラックアローは大阪の吉村一平氏の所有になるピ

ーターソン26で昨年12月の末に進水以来チューニング

を積み重ねたものの，未だ充分ではないまま船便の都
合で5月の末にバラストを外してヘルシンキに向け船

積みをした。艇がヘルシンキに着くまでの間，我々 の
チームは時間の都合で参加出来ないクルーが出たので，

新しくクルーの補充を図り，日本を出発するまでの間，
同型艇をチャーターして数回合宿を行なってチームワ

ークを図った。しかし乍ら皆ベテランのクルーなので

急な編成でも絶妙のコンビネーションを作り出す事が

出来ると想われ，艇到着後早々にフィッティングを終

り、レースまでの間4～5日間は水に馴れるためみっ

ちりと現地でトレーニングをする事として，出発まで

の間各々仕事の整理や身体のコンディション調整を図

ることとした。ブラックアローチームのメンバーを紹

介すると，レースで敗けたその晩はくやしくて翌日ま

で眠れなくなる程に勝負に打ち込み，ヘルシンキのニ

ランスカヨットクラブに和服姿で現われるなど日本男

児の吉村一平オーナーを筆頭に，艇の船積みからクル

ーの弁当作りまで，はたまた取材に来た雑誌社の人達

のためにホテルの部屋代を半分にして貰うなどの面倒

な仕事を一切引き受けて，クルーの負担を少しでも軽

くして，その分練習に打ち込んでくれと言って下さっ

た素晴らしいマネージャーのチタクラフトの曽我二郎氏，

クルーには妻子があり乍ら海洋博レースに参加したい

許りに先の事も考えずに当時勤めていた会社を辞めて

ラプソディビヴァーチェに乗っていった，今は大阪チ

タに勤める門ちゃんこと門田公正君，海洋博レース等

外洋レースに豊富な経験を持ち、宿に帰ってくるとフ

ィアンセからの便りに目を細めてにんまりしていた金へ
ちやんことチタの金森寛君，昨年のクォータートン世

界選手権のテキサスでは色々と話題をまいてくれた赤

ちゃんこと赤川信男君，スキッパーとして私の6名の

チームで今大会に臨むこととなった。

艇は予定通り7月9日にヘルシンキの港に到着した

が，途中ハンブルグで積み換えたりしたためか艇体に

小さなスクラッチが入り，バラストはサイドをコンク

リートの上を引き摺ったような傷がついていた。これ
等はパテをもる事によって簡単にタッチアップ出来る

がマストが何かに当ったのかデッキ上2m位のところ

が数ケ所圧し潰されていた。梱包はビニールフォーム

で可成りしっかりグルグル巻きにしたのだけれど，矢

張り船積みの時は木箱で送らなければダメだと反省さ

せられた。あとでこれのリペアーのため練習が制約さ

れる事にもなる。船底の手入れはバラストのタッチア

ップと一緒に完全に磨きあげる事にした。ヨットクラ

誰損筑撫懸密難鰄膿発へ
生する事はないので船底塗料を塗る必要は全くないと

判断して，それなら現に塗った尽になっている塗料を

落すためではないけれども納得がいくまで磨こうと言

う事で,所によってはゲルコートが見える程磨いた｡問

題はマストのリペアーである。一見したところ余程強

いコンブレッションでもかけない限り大丈夫だろうと

想われるが,海の上の事とてどんな時化が来るとも知れ

ない。ましてやデッキ上2m位というのはマスト全体

で一番圧縮力が集中するところである。このような不

安を抱えてレースする事は大事な時のガンバリがきか

なくなるので，修理出来なければ新しいマストに交換

するとしても違う型ではレーティング上問題があるし，
日本に電話してマストの調達が出来るか問い合せたも

のの時間的に空輸でも間に合わない事になり，最後の
頼みの綱は今回我々ブラックアローチームのホストに

(10）
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付いてくれたヨットクラブの会長の息子ペールに，ア

ルミの修理が出来る人を捜して貰うことにして，取り

あえずマストを立てて練習を始める事にした‘ヘルシ

ンキの夏は日が長く23時頃に薄暮になり暗くなるのは

0時頃から2時頃までで，最初は時差ボケで調子が狂

っているところに表が明るいので寝不足になる。現地

に順応出来るには最低2～3日は要するようで一週間

以上も前に現地入り出来た事は大変良かったと思って

いる。我々の宿舎はヘルシンキ郊外の静かなサマーホ

テルでハーバーまではバス，電車，クラブのテンダー

と乗り継ぎで1時間を要する。朝6時半に起床し7時

に朝食をとりハーバーでは9時にはフイッティングを

終えてサンドウィッチを積み込んで夕方まで練習に出

るのを日課として，具合が悪いところが出るとすぐ帰

港して修理や改良と日に日にチューニングをすすめて

いき，一段落したところでオーバーナイトで100マイ

ヘルのコースを走ってみることにした。出来ればソ連領
内のタリンの灯台まで行っても良いかどうか問い合わ

せると，タリンの灯台はレース期間中レース艇だけが

特別許可されるものなのでそれ以外は絶対に国境を越

えないように厳重に注意を受ける。何しろヘルシンキ

のハーバーから25マイルも南へ走るとそこは国境なの

で，余程注意してナビゲーションをして行かないとす

ぐに国境侵犯である。100マイルを試走した事でバル

ト海の灯台は時には故障で点灯しない事もあることが

確認出来，そんな灯台よりもヘルシンキ郊外のテレビ
アンテナの灯りのほうがより良い目標物であること，

ほんとに闇になるのは1時間ぐらいで，常時セールの

トリムが灯火なしでも容易に出来ること，夜の気温は

日本の冬の海と同じこと等，事前に必要な予備知識を

かなり体得出来たと思う。日中でも最高気温が16℃と

非常に寒いけれども予想通り大した強風は吹きそうに

ないと想われたが，レース前スピードトライアルの日

にホストが連れてきてくれたアルミの専門家にマスト

へ翌上墓篭騨星職辮醗懸
りは良くなっている。そして数日の練習の間マストを

強く曲げたりしたけれども何ともなかったので，修理

が出来た時点で不安の要素はなくなったわけである。

そのような事情でスピードトライアルは許可をもらっ

てマストをデッキに積んだ尽でテストを受け運良く1

位となる。

参加全艇がインスペクションとスピードトライアル

をパスして21日より第1レースのオリンピック・コー

スが始まった。天候は今までの一週間と大した変化も

なく気温16℃SSWの風，風力3で絶好のレースコン

ディションとなる。波高は高くないがチョッピーな波

が立ち，特にポートタックではピッチングが大きくな
るので集団を抜けるまでスターポードのコースをとる

ため，アウトサイドマーク側よりフリーウォーターを

確保して優位な位置よりスタートするが，第1マーク

では25位ぐらいに落ち，フリーで数隻リカバーして22

位でフィニッシュした。第1レースを終って感じたこ

とは艇速では大した差はなくても，軽量艇がタックの

あとの容易な加速を利用して少しでも不利な位置にく

るとすかさずタックをして抜け出し，絶えず良い位置

を確保していく機敏性が上マークで大きな差になって

しまうこと，従って上マークを回航し終って或る程度
の差がついてくると以後は大きな差とはなってこない。

この辺が重いマストヘッドリグの艇ではオリンピック

・コースで結果的にトップを走れない要因だと痛感し

た。第2レースは少し風が落ちて風力2ぐらいとなり，

波も小さくなり比較的走り易くなって来たけれども，

フイニッシュは17位と結果的にこのシリーズのベ
ストの記録となる。第3レースの100マイル・シ

ョートオフショアは一時フリーのコースで12位程まで

にあがったものの，少し強まった風，風速6～8m/

SEC．の上りで大きな角度で振れまわる風にほんろう

され41位のフイニッシュとなる｡第4レース，オリンピ

ック・コースは良いスタートにもかかわらず45位と最

悪になり，最後の200マイルレースでの挽回に希望を

残し，最後の調整と積み込みもクルーの私物は予備の
着換えだけをひとつのバッグにまとめて出来るだけ艇

を軽量に保てるよう工夫した。微風のスタートとなり，

コース半ばではこのレースで1位となったFUNと並

ぶ程の位置の10位ぐらいまであがったものの，折から吹

きはじめたリーチングでこれら軽量艇に大きく置いて

いかれ，24位のフイニッシュでこのシリーズ27位で，

次期開催国代表としては，いささか恥かしい成績でレ

ースを終了した。

このシリーズに参加して印象に残ったのは，いつで

も言われることだけれども，この海域のためだけに艇

を設計して持って来ていることで，特に微風が予想さ
れたこの海域のために構造材さえも少な目にして軽量

化を図っていた艇が殊に上位の艇に目立っていた。シ

リーズを通して100マイルで1回13位をとったために

優勝を逃がし4位に甘んじたイタリアのチャーリーパ
パはコールドモールドでトランサムさえもなくクレー

ンで吊って船底掃除をする時に，桟橋にハルを軽く当

てただけで全体にヒビがはいってしまう程のものであ

ったが，スピードポテンシャルは誰もが一番速いもの

をもっていると言っていた。6位になったオセアン4

はヴァンデシュタットのファクトリーチームであった

が,FRPの外板を少し薄くして中にアルミパイプを
組んで強度を確保していたが，第4レースでちょっと

吹かれた時にマストステップの所のパイプのジョイン

トが強度不足で折れてしまい,最後の200マイルでは大

きな木を補強材に入れていた。予想される海況にあわ

せて重量軽減のため最低限の構造の艇は，最早オフシ

ョアヨットではなくディンギーの範ちゆうにはいるだ

ろうし，来年度の相模湾では恐らく全シリーズをトラ
ブルなく完走する事は難しいだろう。

(11）
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けていました。私が最初に州,した“クルーザー教室”

にもこのリーフのやり方が書いてあります。

次に,'llて来たのがローラーリーフ。ブームの根元に

ギャーがついていて、ハンドルをまわすと，ブームが

まわって，セールをまきとって行くのです。簡単なの

は，グースネックにリングをつけて，それをまわして

リーフします。簡単で早いのですが．ストッパーがは

ずれたり、かけ忘れたりするとバラバラッとリーフ

がほどけてしまうのです。

このローラーリーフは中々難しいのです。ハリヤー

ドをゆるめすぎてもいけないし、メンシートを完全に

遊ばせないとうまく捲けません。やり損なった時には

又フルセールにして、やり直しです。セールを降して

いる時はこれ又うまくまけないので不便です。

そこで救世主の様に現れたのが“スラブリーフ'；又

霧誌銀ｨ雨掘濤頚熟縦へ
使われたとのことです。セールクロスが丈夫なテトロ

ン，ダクロンになったこと，もう一つ，ブームが短か

くなったことが，このリーフを可能ならしめたと思い

ますが．実に楽に川来ます。セールを降して．タッグ

をグースネックのフックにひっかけます。次にメンシ

ートをゆるめて．ブームエンドの一寸前から出て｜之の

リーフグロメットを通して反対側のブームに結んであ

るロープを引きます。これで終り。リーフロープを引

く時は，ブームをkの方へ（セールの方へ）引き'三げ

る力がかかるだけです，私の船では，6～7秒でリー

フ出来ます｡35沢位迄，この方法でリーフ出来るとの

ことです。

このリーフのいいところは，簡単で早いだけでなく，

セールを降していても出来るし，ドラフトの調節も出

来るのです。リーフロープを締めればフラットになる

し，ゆるめればドラフトが大きくなるのです。

ハリヤードをゆるめてセールを降し，フックにかけ

るのには，一寸，ハリヤードを余分にゆるめなくてはへ
なりません。それが気に入らないので，私は，ロープ

を使ってすべての作業をコックピットから出来る様に

しています。リーフしたい様な時（風が吹いてきた時）

に、クルーをマストの下へ出すのは，重心が高くなる

し，危険度も高くなるので､多少複雑になりますが，こ
の方法をとっています。ブームにリーフロープ用のブ

ロックをつけるのに，アイストラップをかけるのが一

番簡単ですが，セールが多少とも変ってくるとうまく

行きません。レールをつけてスライドをすべらせても

いいのですが，値段が高くなるし重くなります。私は

ブームサイドヘ梯子の様な令具をつけてブロックをつ

けています。これなら軽いし，ブロックの移動も可能

です。シヤックルでつけるとよぢれのためにブロック

が変形してしまうのがいやで，ワイヤーでアイを作っ

てとめています。この方法が一悉具合がよく，前の"R

EDSHARK''以来，愛用しています。

（イラスト：花沢真一郎）

7/§リグ其の他

（
、

関根久

この頃，クオータートンのレーサーなどで，7／8リ

グが大分使われているのは，大変面白いと思います。

何故面白いかと言うと，私達がクルーザーを始めた頃

は皆7／8リグだったのです｡勿論姿は似ていても，ア
ルミのマストになって，全然違うものかも知れません

が，とにかくその頃はマストヘッドリグなどなかった

のです。

25年位前でしょうか，渡辺修治さんが,#!DON

GAMEIV';福永昭さんが4{HURUTAKA'',私が
$@SHARKVI"と20沢クラス3艇で勝ったり負けた

り，よく走りました。勿論その頃は木のマスト，フォ

アステーの根元からジャンパーストラッツを出して．
ジャンパーステーでとめていました○3人で話し合っ

たのですが，一寸風が吹いてメンスルをリーフすると，
フォアステーのついているところヘメンスルのピーク

が来てしまいます。非常に安定して走り易いのです。
それならこの方を切ってしまった方がすっきりするじ

ゃないかと言うことになって，たしか3艇共にマスト

ヘッドリグに直してしまったと思います｡こうして生

れたマストヘッドリグが，1／4世紀すぎた今,IOR

レーテイング．ルールで大きいジェノアにつらく当り、

メンスルにやさしくする方針にもよるのですが，いか

にも新しいものの様に7／8リグだとか,'5/16リグだと
か言って歓迎されているのは，ほんとうに面白いと思

います。このリグがドラフトの大きいメンスル，ベン

ドさせてラフのドラフトを減らして走るテクニックと

相まって，好成績をあげています｡そのうち又ルール

が変ると別のことが出てくるのではないでしょうか。

同じ様なことが,“リーフ”にも言えるのです。昔の

ポイントリーフは，若い方は御存知ないと思いますが，
ハリヤードをゆるめてメンスルを降し，タックをがっ

ちり，グースネックに結びます。次にクルーをブーム

エンドの方へ強く引き乍らブームへ結びます。そのあ

と中間のグロメットを細いロープでブームにからめて

行くのです。この方法でリーフをするためには，ブー
ムを固定する必要があるので，ギャローフレームをつ

(12)
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沢 野裕治BBm ファーストネットロック島

この潮を敵にするか，味方にするか，勝敗の分れ道

になると判断しました。

私の数多いレースの中で，スタート時の接触事故に

よる失格位つまらない事はありません。まして時間と

多額の費用をかけて参加する海外レースで，スタート

も出来ずに．失格になる事なと．許されません。

木レース5回の中，風の強い時ばかりではないでし

ょう。BBⅢは，レーテイングが30.1で，参加艇とし

ては小さい船です。他の大型艇に風を取られ，潮に流

される恐れが多分にあります。

「スタートは空いている所から」を原則としました。

次に「食糧は'一二分に持て」ということです。

デーレースの場合にはタイムリミットがあり，水，

食糒が不足してもレースに支障ありませんが，605マ

イルのファーストネットロック・レースでは大変なこ

とです。カウズ→ファーストネットロック（アイル

ランド）→プリマスは，10～15ノットの風が吹けば，

5～6日で充分にゴール出来る距離です。ところで私達

が調べたところ，過去のレースで一番日数がかかった

のは,8H間と知りました。前述の通りBBⅢは最小

艇です。他の大型艇より「{数がかかります。そのk8

月1Rの第3レースが無風のため2日に延期されたが，

この日も無風のためスタートはしたがタイムリミット

で．又もや延期。従って第3．4レースは，3，4日

に行なうというアクシデントを経験しています。水・

食糧を多くすると．艇が重くなり，スピードが落る。

少<すれば，スピードは上がるが，万一風が無い時は，

「腹が空いては，戦が出来ない｡」の諺の通り，リタイ

ヤしなければならなくなる。これは他の2艇に対して，

大変申訳ないことになる。以上を勘案し,10日分の水

と食糧を用意しました。又予備水用の30β入りのポリ

タング2本を準備しました｡5日で完走すると用意し

た水・食糧の半分が、無駄になるかもしれぬが，完走

するための保険料と割切りました。

幸か，不幸か，アドミラルズ・カップ始まって以来

の微風状態が続き，8日間の長いレースになってしま

いました。

途中で，下船出来ない海のkです。すべてにおいて

充分過き．る準備は決して無駄ではない。

戦い終って,R本チームは19国中18位という結果に

終りましたが，落水事故もなく，全員元気で帰国出来

たことは幸いでした。

ご声援をいただいた皆様に，心から感謝致します。

「敗軍の将，黙して語らず。」という言葉がありま

すが，敢えて，語らせてもらうことにします｡

アドミラルズ．カップレースは＃壯界三大レースの

一つで．クルザーのオリンピックと迄言われているビ

ックレースである事は，クルザー乗りならば誰でも知

っていると思います。それだけに．初参加の日本チー

ムとして,「海同日本の名に恥じないレースをしたい｡」

これが！私達BBMクルー全員の願いでした。

,へこのために，「5つのレース全部を完走する｡」「人
的窄故を,起さない｡｣この2点に重点をしぼって準備を

しました。

7月の本誌上にも書きましたが，私達クルーの大

部分が「ドラゴン乗り」で，世界選手権等ドラゴン艇

での海外レースには，十数回の参加経験がありますが

いずれもデーレースで，昼夜に亙るクルザーのレース

の経験は無く,ll本を出発する前に，数多くのレース

に参加して，少しでも多くの経験を待ちたいと希望し

ておりましたが，5月中旬にヨットを船積しなければ

ならなくなり，デーレースを除いては．大島回航レー

ス，回のみという不本意なまま．本番のアドミラルズ・

カップ。レースに，出場する結果になったことは誠に心

残りでした。然しながらクルーザーのレースに参加し

て得た事は，ヨットレースの基本は距離の長短，船の

大小に関係ないという自信でした。ひとつひとつのタ

ック，コースの決定，セールの選択等ミスを無くす

ということです。

シ､を幾1割震灘制緤囎郁頚
であるカウズに向けて汁,発しました。

本誌編集部より，「本レースの感想及び今後の参加艇

への参考」になる槁をとの事ですので，私の感じたこ

とを述べます。

主たるレース海域は．イギリス本土と南端のワイト

烏との伽'暁であることは，ご承知と思いますが，この

ソレント掘峡を帆走し，第一に感じたことは．潮の流

れが普通ではない。「1本を出発する前から，非常に流

れが速いとは承知しておりましたが，現実に流れを目

liilにして、この海域で勝つためには潮の流れが大変に

重甥であると痛感しました。速い潮の時は固定してあ

るブイが波を切って，走っているのです。マーク回航

の,畔など，ブイにヨットが吸い寄せられるように近づ

いて行くのです。大潮時の干満の差が4メートル近い

のですから,]'1然でしょう。

(13）
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RACENEWS
●第4回三宅島レース

●NORC駿河湾支部秋の神子元島レース

●3／4トン・1／2トンレベルレース

●第4回秋季竹生レース

第4回三宅島レース
帆走霧員長杉村直樹

第4回三宅島レースは，秋風の吹き始めたうす曇り

の中，参加23艇で行なわれた。風はN5～6mの中，

スタート信号旗はスムーズにダウンする。セール番

号2032フライングのままスタート，短音2声，第三代

表旗を上げるがく卯月〉の面々はふり返らず行ってし

まった。

各艇フリーのスタート，すぐスピンを上げ,つづいて

何艇かはブルーパー展開し，海止は美しく花が咲いた。

かなり長､噸スピンが開かずデッキ上でトラプルして
いる艇もあった｡30分ほどでほとんどの艇が視界から

消えて行った。この風が吹き続けば，かなり早いレー
スになると思われた。レース艇は東コース，西コース

に分かれ<CONTESSAVI>が東に．<FUJ

Im>,<漉勝>,<八洲〉等が西に,2時間後<FUJ

IⅢ〉が大島につっかけた。島にそってジャイブ，ジ

ャイブ。この頃西コースの方が風強<先行気味であっ
た1－．弓舞
ノー手ノノーO

1505無線ゴール始まる，コミッティーをやる身で無

線を聴くのは楽しい。レース参加気分が増す上，レー

ス艇の状況，雰囲気が伝って来るからだ。〈天城Ⅱ〉
竜王埼南東8マイル,<cIMAm>竜王埼南々東8

マイル,<FuJIm>竜王埼南9マイル,<波勝〉
竜王埼南東8マイル，近くに<DEDEm>等数艇が

いる。無線後風が強まりNNElOm,波多少悪くなる。

各艇三宅島ダイレクト・コース，三宅島近くで風がふ

れ真東5m.アビームより前になる，潮はあまり強くな

かったようだ。島を回ったところで無風となり，ほぼ

全艇再スタート気味であったとのことである。

2105の無線コールでは阿古漁港よりに<FuJIm>

東よりに<CONTESSAVI>,<DOZEN-A>,
〈波勝>,<ZEPHYR>等が2時間ほど非常に弱い

風の中を苦労していた模様である。スピンからジブに

変り少しづつ進み始めた。大島真上りとなり6～7m

の風を各艇快走して行く。夜明けごろより3mの風と

なり，大島ショートタックをくり返す｡このあたり3／4

トン勢がかたまり，北東から北西にかわり，又東にか

わる微風の中をスピン・ラン。大島からの航跡図によ

ると西コース，東コースと又分かれたようであり，24

日0905のゴールでは<FuJIm>がトップ，城ケ島

南西9．5マイルに達している。続いて<CONTES

(14）
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SAVI>,この後方に<DOZEN-A>,<波勝>,<z

EPHYR>,<DEDEm>が又く八丈>,<侍>,<八

洲>がl団となって大島沖ではげしく競合っている。

1350<FuJIm>続いて<CONTESSAW>よ

りゴール1時間前のコールが入る。<CONTESS

AⅥ〉の船体がジブで上って来る。スマートにフイニ

ッシュ･ラインを通過,<FuJIm>に27分ほど差をつへ
けファースト・ホーム./24日14h-03m-56sでした。

<波勝>より1440ゴール前1時間のコール,ざっと修正時

間を見ると優勝はく波勝〉かな？風がだんだん落ち

て来た,<DOZEN-A>が1551フイニッシュ,<Z

EPHYR)1556,<波勝>1559にフィニッシュした。

l艇が定置網東側を通過して来た，走り方がレース艇

らしい,そのままフイニィシュしたのは<DEDEm>だ。

せっかく長い距離走らせてもこれではなんともならな

い。艇長会議でも連絡しておいた。帆走指示書に目を

通してほしい。〈竜飛Ⅲ>1629フイニッシュのころよ

り，風はほとんど無くなって来た。1657〈天城〉より

ゴール前のゴールが入ったが，風は無くなってしまっ

たかのようだ｡2111フィニッシュ，一吹きの距離のと

ころでずいぶんイライラさせられたことだろう。<c

IMAm>が2245に入りレースは終了した。

NORC駿河湾支部秋の神子元島レース

駿河湾支部,今年後半のﾚー購誤繍鑿へ
島レース（94マイル）が,10月8日(土)2400,小雨の

中，行なわれた。

北東の風5～6m,A.Bクラス分けされた16艇が

スタート。リーチングで一路波勝埼を目ざし，かなり

のハイペースでのレース展開をうかがわせた。

例年通り波勝埼付近で，風と潮に悩まされながらも

岸よりいっぱいのコースを引いて，次々と7～8時間

台で回航したもよう。復路，三シ石埼を抜ける頃，風

が南にシフトし’～2mに落ち，秋晴れの好天の中ス

ピントリムに苦労した様である。ワントン<SURU

GAU>がゴースレコード。所要時間18時間18分09秒

でファースト・ホームした。

最終艇くサンラック〉が10月10日(月)03L40L03$に

にうイニッシュ。スタート後1時間で急病人が出たた

めのリタイア艇があったが，無事レースは終了した。
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1977年度3/4TON1/2TONレベルレース
全日本選手権成績表

第4回三宅島レース成績表

1977，9，23スタート1000帆走委員長杉村直樹
負
Ｊ
つ
く

第
レ

４
４
↓
〈

第
レ

第3
レース

１
几
づ
く

第
レ

ワ
］
す
〈

第
レ

総合
順位

修正時間
（秒）

クラス

順位
総合所要時間艇名 TCF

艇名
順
位

順
位

得
畦
黒

得
点

順
位
得
点

順
位
得
点
順
位
得
点

得
占

順
位哩

喝
賂
Ⅳ
’

①
②
３
４

Ⅲ一Ｉ 無双30－57－26

CONTESSAN28-03-56

FuJIm28-31-13

裕明29－51－O3

RYUODNF

６
６
３
３

２
５
１
０

一
一
一
一
Ｆ

７
３
１
１
Ｎ

毛
刈
弔
弔
Ｄ

Ｏ
８
８
９

３
２
２
２

９
３
８
１

５
８
７
１

Ｍ
賜
焔
肥
一

１
９
１
６

６
２
０
７

閃
、
的
“
’

１
１
１
２

１
１
１
１

１
１
１
１

3／4トン

①’３ ３
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
１
ｌ
５

3 29.875３
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
１
ｌ
５

１
’
２
｜
★
｜
★
｜
★

10.55．25１
｜
★
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
４

7,875ｌ
ｌ
３
－
４
ｌ
２
－
５

MAUPITI

鼎
48 4 18.5３ 1.5VEGAV

①
②
４
５
７
９
ｍ
ｕ
娼
旧
ｎ
座

２ 2①
②
③
④
５
６
７
８
９
，
，
岨

Ⅳ 2 12.5５
０
２
７
６
１
７
８
９
９
６
５

３
２
３
２
０
４
４
２
５
１
４
１

１
９
９
６
４
９
５
６
８
０
１
１

５
５
２
５
０
０
２
５
５
０
１
１

９
９
０
９
１
１
０
１
２
４
５
５

２
２
３
２
３
３
３
３
３
３
３
３

５
０
２
７
６
１
７
８
９
９
６
５

３
２
３
２
０
４
４
２
５
１
４
１

１
９
９
６
４
９
５
６
８
０
１
１

５
５
２
５
０
０
２
５
５
０
１
１

９
９
０
９
１
１
０
１
２
４
５
５

２
２
３
２
３
３
３
３
３
３
３
３

106463

107614

109245

109479

112203

112898

※114655

115907

117777

124536

126300

127080

2 4.5４
８
２
７
２
４
８
０
９
３
８
２

０
６
５
５
３
６
６
８
１
７
６
３

９
９
９
１
０
０
９
０
９
１
９
０

９
９
９
０
０
０
９
０
９
０
９
０

０
０
０
１
１
１
０
１
０
１
０
１

龍飛DOZEN－A

波勝

竜飛Ⅲ

ZEPHYR

祥鳳

青海波

DEDE-m

八洲Ⅱ

CYGNUSH

侍Ⅲ

天城Ⅱ

cRANEm

5.2522.52 5．256雲柱 1

81 1２３1DEDE

1/2トン

③
’
㈹
’
５
｜
①
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
４
ｌ
②
－
６
’
７

’
’
－
５
一
’
’
５
｜
妬
一
一
．

６ ５
｜
★
’
２
’
３
｜
●
｜
★
ｌ
６
ｌ
１
ｌ
４
ｌ
７

6 47.5４
｜
●
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
★
｜
★
ｌ
５
ｌ
３
ｌ
２
｜
★

14 ５
｜
★
ｌ
７
ｌ
１
ｌ
６
｜
★
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
｜
★

２
｜
叩
－
５
－
６
－
８
ｌ
７
ｌ
４
ｌ
１
ｌ
９
ｌ
３

13.5３
ｌ
５
ｌ
８
ｌ
２
－
ｍ
－
４
ｌ
１
ｌ
７
ｌ
９
ｌ
６

8UFO

11 11.5２6慎記郎 1.5

へ
41９16 49３)ばくろ

8 55．2520.5 10.259 7頁
8．Jせらぴ

1815２4.51FESTA

171１ワ６７③

6

8

14

18

20

大王①
②
③
４
５
６

Ｖ 108296

110683

112372

117163

※120985

125702

０
３
５
４
６
８

１
５
２
２
１
１

３
４
４
９
４
５

３
１
４
１
３
４

１
２
２
４
３
６

３
３
３
３
３
３

０
３
５
４
６
８

１
５
２
２
１
１

３
４
４
９
４
５

３
１
４
１
３
４

１
２
２
４
３
６

３
３
３
３
３
３

４
４
４
２
４
０

３
３
３
８
３
０

５
５
５
４
５
５

９
９
９
９
９
９

０
０
０
０
０
０

MERLUZA

八丈Ⅲ

TSURUGl

がめらZ

卯月Ⅱ

cIMAm

５9 46.7512/10．510．25NIMBUS－2

8 53.62510.251615.3754がらめZ

７７７18３２魁Ⅱ

244125 12卯月

(註)DEDE－Ⅲ

卯月Ⅱ

註★印DNS●印DNF

1/2TON第3レース，がらめZの3位は慎記郎に対する
救助活動により不利益をこうむったと判断し，1，2，4，
5レースの平均順位を第3レースの得点とする。

帆走指示書I一般事項lの違反に
よる5％ペナルティ
スタート時フライングによる5％
ペナルティ’

秋の神子元島レース成績表第4回秋季竹生レース成績表
1977,10,8スタート2400帆走委員長大倉治雄1977,10,9～10帆走委員長杉浦昭三

歴雨所要時間所要時間 修正時間名 TCF 艇 名 |TCF順位 艇

Ｚ
工
ゞ
’
’
－
２
丁
イ

咀
記
弱
弘
一
記
卵
岨
砺
帥
記
似
哩
仙
弱
塁
堅
別
記
網
妬
巫
テ
：
しＪ

ゴ
宅
宅
訓
毛
毛
弔
可
剴
乏
当
和
訓
訓
宅
可
毛
韮
弔
当
弔
討

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
％

１
２
３
４
５
６
蛆
９
７
８
喝
鴫
Ⅳ
哩
皿
肥
陥
副
四
加
皿
１

718524:06:0062,337.1

731124:13:2564,392.2

736724:20:1064,542．3

736925：14:3266，963．6

724326:04:1267,977．0

723326：23：2568．717．1

735726:51：1371，122．3

721626:55:0069,923.0

700627:23:1069,072.2

677328:37:2569，843．9

721128:38:3574．356．2

734428:42:0375,880.4

735228:52:4076，431．4

700429:00:2473,138.6

681729:37:0572，686．3

699630:34:5477，021．8

690030:44:3876,367.8

730530:46:5080,946.7

‘701930:50:4877，944．6

700931:09:0778,603.81

,663931:26:5575，163．4'，
※CASSIOPEIA

FLEURBLEUE

CASSIOPEIA

FROGV

HAYATEm

遵風

Mr、GOOFY

HYOTTOKO22

CARINOW

寿限無

楽浪

ANDALusIAm

銀河

めるへん

風小僧

|矢寿Ⅱ
lPATRIARCH

Aクラス
へ

5064419:24:43 0．7247① 青雲

50868② 19：29:53 0.7247乙天馬

517510．725819:48:23SPIRITOFBARON3

5226220：01：56 0．72474 IBIZA

5261218：18:09 0.79855 SURUGAH

Bクラス

① 19：40:33 0.6843 48471PRADIGALSON

4851819:41:42 0.6843② てんとう虫

③ 19：57:03 0．6843 49148BOREASⅡ

4971520：10:52 0．68434 TIARI

20：17:55 0．6843 50005５ SOLEIL

BillvTheKid 5008620：22:03 0.6831６

501840.6843 JUNGFRAU

FIRsTLADYm

Youm

20:22：17７ SALAVOON

MONI 5034219：57:47 0．7005８
’

502650．683120:26：249 SURUGAJr

SUNLUCK

SOLEW

卜

DNS

MARI

ヤマ
6815827:40:03 0．684310

－」DNFWINDY |ZORO

(15）
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艇種紹介

NORC事務局記

<MAGICBUS>

ニュージランドの若手デザイナー(兼)PaulWhiting

の設計艇で,1976年CorpusChristiでのワールド･チャ

ンピオンのウィナーである。当時この艇は他に類を見

ないぐらい,Lファクターが長く，かつフォアセール

1/4TONALLJAPANCHAMPIONSHIP

NIPPONOCEANRACINGCLUB

面積の小さいことには少な

からず驚かされたものであ

る。

データーが示しているよ

うに，フリーにおけるスピ

ードは眼を見はるものがあ
－－､た
／J－O

また，現在多くの艇が細

いﾏｽﾄを採用しているが,へ
バーバーストックの細いマ・

ストはその尖兵ともなった。

日本では，日本ノーテック

がこの建造に当っており，

今大会にMAROONER

(2181),FOURsA

LE(2184),BUNB

UN(2160)の3隻が出場

している。

〈ロン・ホーランド25〉

クォータートン・プレ世界選手権大会兼全日本選手権大会エントリーリスト

艇種 スキッパー名オーナー名艇名 支部 フリートセールNC

江ノ島

シーボニア

西宮

1652潮路一SUN

1752ESMERALDA

l764KOTERU－TERU

東
一
東
一
海

池田

植松

山口

礎
一
真
一
雑

霊
一
輔
一
職

操
一
功
一
識

関
一
関
一
内

F727A

ECUMD

NAK26A

|||鍋栄規川鍋栄規 玄海 福岡1791 面ワワウ
L『レイNEOANTARES

２
６
９
１
９
８
１
４
１
３
４
５
８
４
８
２
５
０
５
８
０
２
３
２
４
７
１
２
０
０
７
９
８
１
４
５

２
３
３
４
４
７
９
３
５
５
７
７
７
８
１
４
４
７
７
７
９
２
２
３
３
３
４
４
５
６
６
６
７
８
８
８

８
９
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

杣
零
一
罰
一
睡
一
跡
一
群
一
奉
一
坤
一
椎
羅
一
認
一
癖

日
三
晃
一
匡
一
栄
一
俊
一
罰
一
拳
一
罷
一
認
一
認
一
巍
一
鮭

藤田享

八木達郎

石川信理

田中匠

武市俊

塩見滉

波多江研一

山脇秀樹

村上嘉昭

羽柴宏昭

望月善保

木原俊夫

戸谷寿男

林基

諸岡英明

高橋太郎

田中良三

関東

駿河湾

東海

東海

関東

内海

関東

近畿北陸

関東

関東

関東

近畿訓睦

関東

玄海

関東

関東

内海

関東

関東

内海

内海

関東

関東

関東

関東

関東

内海

駿河湾

関東

関東

関東

関東

関東

関東

ECUMD

F727A

DOU26B

DOU26B

BW23A

N24B

DOU26B

DOU26B

KQ25a

F727C

N24B

NAK26B

DOU26B

N24

N24D

TAK26A

N24

DOU26B

H25A

NAK26

NOSE

YA22a

YA22b

PAP26A

GS25A

VELA24B

GS25A

TO26A

GS25A

シーボニア

清水

日産東海

五ケ所

EBBTIDE

翻車魚Ⅳ

GORIATH

霞Ⅱ

q(AZYBLIJE-E

翔雲

STALLION

風小僧

もじゃもじゃさん

VINDTOO

AIA

AKATONBO

シーボニァ

西宮

葉山

琵琶湖

シーボニア

シーボニア

猪磯

伊勢

油壷

今年は正にホーランドイ

ヤーである。今年のアドミ

ラルズにおいても，ホーラ

ンドトランサムは他を圧し

ている。

またクォータートンでは，

現在リンフォースエ業製と

同型の艇が1977年フィンラ

ンド･ﾜｰﾙドﾁｬﾝピオヘ
ンシップのウィナーとなっ

た。このことは，ヨット後

進国の我々としては嬉ばし

い限りである。何故ならば

優勝艇が名を挙げる前に日

本の国内レースに出場して

いたと言う事は未だかって

無かったからである。

現在ミデアム・リグの艇

の特長はLが長く，セール

エリアーが比較的小さく，

超軽排水量であったが，そ

こにやや大きめのセールエ

リアの中排水量型を持ち込

んだ。現在国内のセーリン

グボート中，最もオールラ

SEREM〕IPIY

HONKY-TONK

中野

林

昭

基 福
一
油

岡
一
壷

Ｔ
Ｗ
Ｕ

ｍ
皿
Ｖ
Ⅵ

Ｙ
皿
皿
Ⅲ
血
球
岬
叫
恥

咽
唖
州
》
｜
岬
晒
恥
岬
岬

記
一
詔
一
跡
一
評
一
読
一
駒
一
癖
一
椛
一
椛
雁
一
補
一
耐
一
輌
一
許
一
鼬

豊
一
嘩
一
庭
一
睡
一
守
一
鍼
一
瞬
一
盤
一
禅
一
吟
一
睡
一
茂
一
率
一
理
一
函

シーボニア

西宮

葉山

シーボニア

岡山

大崎

シーボニア

シーボニァ

佐島

シーボニア

シーボニア

浜寺

沼津

諸磯

諸磯

諸磯

油壺

諸磯

佐島

佐島

中湊

土井昭昌

清水泰武

岡本登

野瀬健嗣

箱守康之

小松一憲

瓜生昭一

貝道盛孝

大橋宣典

加納義彦

金指昭郎

伊東正信

H江井俊二

三宅智之

戸叶幹男

歌田道教

吉川誠一

infini

AGUAAZUL

ANNEMARIE

MOI服ANJr．

VI副rSAGRADE

PASSAT

BUNBUN

TRACER

FUnJUNIOR

NORTHWIND

MAROONER

日江井俊二

三宅智久

MB26A

PAP26A

癖
一
睡
一
割
一
躍
一
》

榊
一
赴
一
誌
一
》
｜
柔

H23a

U26a

MB26B

MB26B

PAP26A

FOURSALE

牙

安岡忠義｜関東

本多一栄｜関東

(16)
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STANDARDHULLS

新しいモデルのストックボートを購入し,IORのレ

ーティングが必要なオーナーは，若し，そのモデルが，

STANDARDHULLになっていなければ,125～175

ドル(4～5万円)の計測料をよけいに支払わなければ

ならない。

IORのSTANDARDHULLは1971年から実施に

移されたが，その目的は，ストック・オフショアヨッ

トのオーナーに，カストムヨットにくらべて安く，正

確なレーティングを供しようとするものである。

へ当初決められたSTANDARD化の手順は，先ず，同
ロ

ーモールドで建造された艇10隻以上を任意に選んで，

(random)計測するか，又は，管理の行き届いた工場

内で5隻のヨットを計測する。

後のやり方では，ヨットがオーナーの手に渡る前に

造船所の費用と時間でSTANDARD化が出来るので具

合が良いが，これ迄，工場内でのSTANDARD化をや

ったのは,PearsonYachts唯一社だけであった。

これ迄，殆どのメーカーが工場内でのSTANDARD

化をやっていなかった為，或るクラスのヨットのオー

ナーの，最初の10人はSTANDARD化の為に高い助成

金を支払わねばならない仕儀となっていた。しかし,10

隻で済むとは限らない｡Ranger33の場合,STANDARD
化の為に20隻以上の艇を計測しなければならなかった。

もう一つの大問題は,STANDARD化が遅れると，

そのクラスで既に計測をうけている艇のIORレーテイン

グが変って来ることである。つまりSTANDARD化が

決まった時点で，既計測艇のレーティングは全部計算

し直すことになる。

pｮへSTANDARDはエラーをのぞいた計測値の平均であ
る。レベルクラスのオーナーにとっては，苦心して最

適の状態を作って求めたレーティングが,STANDARD

ウンドな艇のようだ。

今大会には,AGUAAZUL(2134),MOH

RANJn(2141),PASSAT(2150)の3艇

である。

<PETERSON26>

ピーターソンの成功作(GANBARE)の面影を

其樹云えるこの艇は，我が国においても最も普及率の

高いQ.TONERである。

彼の得意とするアスペクト比の高いセールプランは，

この艇を軽風下において，ハイスピードボートに仕立

て上げている反面，強風下のフリーではローリングが

激しく，この点は現在のピーターソン艇（ブリッツ）

NORC技術委員長 渡辺修治

化によって変化することは大変な苦痛である。トリム

やセールプランを又変え，計測のやり直しになる。

私(TedJones)は,USYRUのオフィサーとして，

各メーカーに工場内でのSTANDARD化のプログラム

の普及のお願いの手紙を出したが，返事の来たのは唯

一社であった。

現在,STANDARD化は各国のNationalAuthority

によって行なわれているが,更に一歩進めて,INTER-

NATIONALSTANDARD化が望ましい。

然し,INTERNATIONALSTANDARD化はな

かなか進まないので,ORCは各国のNationalAuthority

がINTERIM(仮の)INTERNATIONALSTD.

を発行することを認めることになった。

USYRUの外洋レース・コミッテイーは，昨年12月

35のメーカーと話し合った結果，新しい10クラスのヨ

ットが工場でSTANDARD化されることになった。

新しいモデルが工場で4隻出来た時,USYRUは2

人の計測員を送りこみ計測を行ない,INTERIM

INTERNATIONALSTD_を発行する。メーカー

はUSYRUに500ドル(135,000円)支払うが，その半分

は計測，計算の費用で，残りの半分はUSYRUに収め

られ，そのクラスのオーナーに還付されることになる。

USYRUにおけるSTANDARDHULLPROGRM

は極めて大切な問題で，すべてのメーカーが早期に工

場内でのSTANDARD化をはかる様に希望する。将来，

STANDARDHULLによる計測値はデータバンクに

収められ，世界共通の外洋ヨットレーースの運営に関し，

オーナーの負担を軽くし，ルール管理のFLEXIBIL

ITYに大きく貢献すると思う。

byTedJones,

"YachtRacing"July/Au,

で修正しているようだ。

今大会には,GORIATH(1839),STALL

ION(1891),風』僧(1934),SEREDIPT
T(1978),寿限無Ⅲ(2070),霞Ⅱ(1841)以上6

隻と最強力軍団を組織し，こしたんたんと上位進出を

ねらっている。

<FARR727>

1975年のワールドに突如として，セールエリアの小

さくてシンプルな，しかも大きなドッグハウスを持っ

た24フィートの愛矯ある艇がフランスのI_aRochelle

に登場した。しかもこの艇は，このシリーズのウイナ

ーとなった。このレースを見た人の話によれば，ブリ

(17）
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－は一番速く，昇りでも，角度こそ悪いが，スピード

は一番！何とも速い艇であると言う。この同型艇は日

本ではSUNBIRDⅢで同じ年に大活躍をした。

現在同艇は名古屋の力スタムマリーンでシリーズ建

造中である。

今大会には，潮路-SUN(1652),NEOAN

TARES(1791),翻車魚(1936),VINDT

OO(1953)の4隻がある。

<N240>

HalWagStuff-一般のクルーザー・セーラーに

は余り聞き馴れない名前であるが，然し彼はモス協会

の会長でもあり，ニュージランドではハーフトナーも

設計している。建造は日本ノーテックである。

また，この艇は一艇毎にオリジナルとなっている事

も面白い。同艇は1976年CorpusChristiのワールドに

もチャレンジした。

艇型的にはFARR-727と同ライン上にあるが，よ

りオーソドックスである。

今大会には，翔雲(1878),HONKY-TONK

(1984),AIA(1974),MISTY(2018)MI

DNIGHTFLOWER(2045)の5隻である。

<PAPILLON>

Finot最新の設計艇をニュージャパンで建造してい

る。デビュー戦は今年の鳥羽パールレースである。そ

の後チューニングが進み，今大会出場中ではフリーで

も，ビーデングでも最も速い艇の一つである。

この艇の特長は，非常に大きいトランサムと，信じ

られない程の軽いハルと小さめのセールプランである。

またキールは左右に5°迄切れ,昇りにおける角度を良

くしているとの事である。

今大会の出場艇はinfini(2132),TRACER

(2167),牙(2185)の3艇がある。

海､装い~.藍軍学｡hｰ申詫奄一も皇室墓、＝､－－、詫吸、、呈垂霊、易亜君令_諸攻監●－も－･鐸竃塁も箔も島▼秋

｛ ’新登録艇の紹介リ
リ ；

f

:…鼠堅鴬鷺M簔鰯塁壁…ゞ
319かま<ら渡辺24ft7.320×6.195×2.135×

1．049水戸部武寿，小網代。

346BUCCANEERドンガメ7．47×6．10×2.36×

1.41佐々木保之，赤池考也佐藤英昭，ド條晋（共同）

横浜／艇名の由来：17～18世紀アメリカ大陸西インドの

スペイン領沿岸を荒しI口1つた海賊の呼び名である。海賊

の様に自由に海を走りl''1りたくて付けた。／抱負：いず

れl村太平洋あたりにも出没してみたいが．そのH時及び

場}ﾘ『はマル秘である。／顔ぶれ：笹原文雄，富永宏，赤

池春彦，佐々木文子，佐々木道子。

1321PAMELASIooplO.75×8.50×3.48×1．85

梅津情油壺／艇名の由来：何んでも発音のきれいな

名前をと2～3の中から選んだもので特に意味はないだ

(18）

ろう？女性の名前では実在するが，／抱負：広い海だ

から思いっきりジグザグを大きくとって帆走し，ファミ

リーなクルージングを主とし単にレースのみを指向せず

当分マイペースで楽しんでみたい。／顔ぶれ：オーナー

以下医院の仲間、兄弟，親分子分で編成されている梅津

（恭）（秀夫）（茂雄)。金子（幸)、松尾，他ゲストクルー

に外人等雑居，ゴッド・ファミリー/NORCへの要望：

今日の海洋プレジャーボートの置かれている立場を見極

め，会員数をふやすのみならず海のマナー，エチケット，

モラル，の向上につとめるべきだ。現に，不法係留の問

題等は当然新艇登録の際，泊地証明等を添付するとかす

るべきだろう。少なくともしないよりは良いと思うが？

大衆化既マナーの低下をうれうものである。

1401みずなぎどりエクメスポーツ7．96×5.48×

2．68×1.49_|上村宗彬，慶応義塾大学体育会工学部ヨシ

淵:漁W竪雷惟慨6隙f驚へ
おみずなぎどり”の航続性と帰巣性（安全性）にあやか

つた。／抱負：安全第一に，“艇名の由来”の“おおみ

ずなぎ”には似合わないかもしれないが，亀のように遅

くてもよいから．一歩一歩を大切に，少しずつ技術を向

｜君していきたい。

1413BLUEGIANTDUFOUR41A12.500×9．740

×3.750×1.750渡辺幸春油壺／艇名の由来：スリラ

ンカ国産出の世界最大のブルーサファイア（486カラッ

ト）の名称がBLUEGIANTOFORIENTであり，それ

の日本への輸入を記念して。

15770SE,TWOコロンビア4545'－3〃×34'-6"

X12'-4〃×7'-3〃岡村欽一，宮原広次，青木貢太郎

（共同）渭水フリート／艇名の由来：大世号SS38吠

1641ANDALSIAⅢパサトーレ8.60×6.30×3.05×

1．65竹岡繁，傍島康原田孝秀，高橋和夫，矢野宏，

奥英樹，山本定男，上杉，野村（共同）柳ヶ崎／艇名の

由来：「アンダルシア」はスペイン南部の明るく美しい

地方の名前です｡そしてこの地方独特のﾘズﾑが｢そよへ
風と私」の曲にアレンジされています。初めの艇がY15

でしたのでイメージ・がピッタリなので名前にしました｡／

抱負：-をクラスではよくやったと思っていますが，昔ク

ラスでも一生懸命皆な力を合わせて頑張りたいと思って

います。

1667BONITA(ボニータ）ビアンカ268．40×6．

10×2.60×1.50木村雅則VOC志摩ヨットハーバー／

艇名の由来：ボニータとはスペイン語で「かわいい娘」

という意味であります。やっとのことで手に入れた艇は

私にとって「ボニータ」そのものであります／抱負：N

ORC入会を機会にレースに，クルージングに横極的に

参加したい／顔ぶれ：和田圧司……うなぎを育てていま

す。西脇勝美（クマ）……せとものを売っています。若

林……NCRのコンピューターを修理しています。

1722LANGOSTA-Vヤマハ25U7．55×5.87X

2．73×1.65牧内ll正，小林正紀，青木茂（共|1il)船橘
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第678項ホ11模湾西浜初島燭台復旧

初島蠅台（2721）は仮燈点熾中のところ，下記のとおり

変更のうえ,10月15日本熾に復旧した。

燭高基礎上14.1m,平均水面上63.1m,

構造物の高さ16.1m,その他は従前どおり。

三航警56号616項関連

海図88（出所三本部燈台部）

〈本部・関東支部合同レース委員会〉

第8回本部・関東支部合同レース委員会が10月18日（火）

船舶振興ビル会議室において開催され，「第4回三宅島レ

ース（9／23～24)｣，「第10回八丈島レース(10/7～10)｣,

｢第4回大島・初島レース(10／9～10)」について各帆走委

員長より報告があり，次いで審議に入り下記を決定した。

記

I.関東支部主催第22回神子元島レース(11/5－6)及び

第15回小網代カップ・レース(11／26-27)適用レーテイ

ング

掲記レースにおいてはIORMARK－Ⅲ－X(IOR港／艇名の由来：私が雌初に乗った艇が技術未熟の為，

前に走らずバックをして，見かねたハーバーマスターが

えびの様な艇と云う事で，スペイン語でランゴスタと命

へ名してくれたのが始まりです。／抱負:NORC主催の
レース特に鳥羽パールレースに自艇で出るのが私の夢で

す。その他フリートレース等もどしどし11|』る予定です。

／敵ぶれ：小林正紀，青木茂/NORCへの要望：社会

的にも内容的にも充実したクラブに発展する半を望みま

す。

1777つばくろIMPE30A8.73×7.23×2.87×

1.09幸村至峻沼津

1800てんとう虫ECMD7.80×5.90×2.67×1.50

前川治美沼津

1891STALLIONピーターソン267.87×6．35×2．

50×1.52菅原留意葉山マリーナ

1905LIPPERSHARKDOU33A10､00×8．13×

3.20×1.8坂井繁之（共同代表）

1966St.APOLLONIAN-2407.3×5.8×2．7×

1.4大阪歯科大学(代表神原修）西宮／艇名の由来：歯の

女神St.Apollonia,宣教師Apolloniaは異教徒により，

全ての歯を抜かれ殉死し聖列に加えられ，歯の女神とな

った。歯科医学での女神を我々の艇の女神とし艇名とす

一る／顔ぶれ：大阪歯科大学ヨット部員，歯科医師のり|'，
ひよこ達です。

2012フラックアローピーター､ノン吉村一平，ｻ

ﾝﾄビｱ／艇名の由来：黒いハルにlli進を願う矢を書き

入れると共にI油方のライバル達を射つ鶉を願いつつ命名

した。／抱負：クルーと共に78年ワルードヘ出場したい。

／顔ぶれ：ヘルムスは，私。ミドルは大阪チタの門田君。

フォアデッキにJMEの今田君。クルーにはチタクラフ

トの金森君。コーチにII2崎さん。/NORCへの要望：

と・んと、んシビアな‘レースを行なって欲しい｡(吉村記）

332-AOC－変更事項適用）によるレーテイングを有す

る艇の参加を認める。

注．上記決定はIORMARK－Ⅲ－Xの有効なレーテ

ィングを有する1978年Q.トン・プレ世界選手権・全

日本選手権兼日本代表第一次選考レース参加艇オーナー

の経済的負扣－IORMARK－Ⅲレーテイングの

再計算料一一を配慮し，特に認められたものです。

尚,IOR332-AOC－変更事項の適用によりレー

テイング上不利になる艇のIORMARK－Ⅲによる

レーテイングの再計算についてはオーナーのオプション

とする。

Ⅱ、第4回大島・初島レースにおけるルール違反に関する

抗議

l.抗議艇：飛車角Ⅱ

2．被抗議艇:DAPHNEm

3．適用規則及び抗議内容：

i)NORC外洋レース規則第10条5項1号及びIOR

第601条3項一ハッテリー・チャージのためエン

ジン使用時におけるプロペラ遊転防止義務違反

ii)IYRU競技規則第53条及び海上衝突予防法第20

条b項一灯火に関する義務違反

上記抗議に関する帆走委員長よりの諮問に対し，抗議を

みとめ，被抗議艇にタイム・ペナルティ5％を課すことが

妥当である旨回答する。－詳細については次号参照。

原稿の長さも自由

ドでも構いません。

《原稿・表紙用写真募集》題材は自由

です。写真はB/W四切り又はスライ

事務局OFFSHORE宛へ。

OFFSHORE第31号昭和52年llHI5H発行

毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価100円（郵送料25円）

発行社団法人R本外洋帆走協会

東京都港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ピル4階）
電話・東京03(504)1911-3〒105

郵便振祷番号2－21787

印刷職済堂印刷株式会社

）（ ｢ヨットとわが人生」発売〃

エドワード．ヒース氏のr-1伝「ヨットとわが人生」大儀見

紫訳が渠英社から出版されました。

便宜をはかりますので，ご希望の方はNORC本部事務

局におIM1い合わせ下さい。

(19）
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